
 

 

たっぷりかわいがられ、そして挑戦していく子に 

 

 

Ａ組さんは、４月から毎日のように歌を歌っています。そのおかげでしょう。だんだん

きれいな頭声発声ができるようになってきました。  

６月頃までは、まだ、犬の遠吠えのような感じでしたのに・・・。今はほんとうにほれ

ぼれして、聞き入ってしまいます。このきれいな声になるまでのことを思い出してみると、

１つは、日々の保育の中で歌う事を大事にしていることがあります。次に、月に１回です

が、金戸先生の歌声教室で、先生のきれいなソプラノの歌声を聞いていることがあります。

しかし、１番大切にしてきたことは、今、子ども達が楽に出せる音域の曲ではなく、もう

少し音域を広げられる曲を取り上げてきている、というところにあると思っています。地

声で元気よく歌ってきたこれまでと違って、Ａ組は、今では高いＥの音が入っている曲に

も挑戦しています。発声練習ではＧの音まであります。  

子ども達がすごいなと思うのは、簡単に出せる音ではなく、努力して、工夫しないと出

せない音に対して、むくむくと挑戦意欲が湧いてくることです。少し難しい音域の曲に挑

戦させると、その音にとびついてくるのです。そして出せるようになってきたのです。  

このことは、音楽だけでなく、子育て全般にも共通することだろうと思います。私達は、

子どもは簡単にできることだけをさせておけば、自信を持つだろうと思いがちですが、簡

単なことを喜ぶのは初めだけで、すぐに飽きてしまいます。今できることより、少しだけ

難しいことに挑戦させると、子どもは意欲的になり、できたことに自信を持ち、また次の

ことに挑戦するものです。  

楽にとび越えられない小川が渡れると、それだけでちょっと偉くなったような気がした

経験は、きっと私達にもあるのではないでしょうか。高い所からジャンプすることも同様

に、挑戦意欲がむくむく湧くものです。トンネルの庭にある築山を、手をつかずに降りて

くるのは、バランスもとらねばならず、ちょっと難しいことなのですが、子ども達は、ど

んどん挑戦していきます。  

よしたけ保育園には、「簡単すぎることばかり与えていると、子どもは人生をなめてしま

う。難しすぎることばかり与えていると、子どもは人生に絶望する」という、合言葉があ

ります。運動でも遊びでも、折り紙や工作でも、全ての事柄において、子どもに経験させ

ることは、「今の実力よりちょっと上」を狙うと、生き生きと取り組み、「がんばったらで

きた」という事実が、子ども達に自信をつけさせていきます。おしつけでなく、さり気な

く与えて、どんどん挑戦していく子を育てていきたいですね。しかし、根底には、「たっぷ

りかわいがられ、だっこされ、受け入れられる」ということがないと、空しいのです。 


